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共
立
女
子
学
園
の
歴
史
に
つ
い
て
の
覚
書
阿
部
恒
久
は
じ
め
に
本
稿
は
、
共
立
女
子
学
園
創
立
一
三
〇
周
年
に
当
た
る
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
九
月
二
四
日
、
共
立
女
子
大
学
・
共
立
女
子
短
期
大
学
の
公
開
講
座
で
、
私
が
行
っ
た
「
近
代
日
本
の
女
子
教
育
と
共
立
女
子
学
園
」
と
題
す
る
講
演
の
内
容
を
、
一
部
割
愛
、
一
部
補
正
し
、
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
『
共
立
女
子
学
園
百
三
十
年
史
』
（
以
下
、
『
百
三
十
年
史
』
と
略
記
）
の
編
集
に
編
集
委
員
長
と
し
て
携
わ
り
、
か
つ
第
一
部
の
通
史
編
全
八
章
の
う
ち
四
つ
章
の
執
筆
も
担
当
し
た
。
本
学
園
は
す
で
に
『
共
立
女
子
学
園
百
年
史
』
（
以
下
、『
百
年
史
』
と
略
記
）、『
共
立
女
子
学
園
百
十
年
史
』
を
刊
行
し
て
お
り
（
後
者
は
前
者
の
一
部
を
削
除
し
、
そ
の
後
の
一
〇
年
間
分
を
追
加
し
た
も
の
）、
今
回
の
『
百
三
十
年
史
』
の
編
集
・
執
筆
に
当
た
っ
て
は
こ
れ
ら
既
刊
書
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
た
た
め
、
短
い
期
間
で
の
編
集
・
執
筆
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
『
百
年
史
』
は
、
多
く
の
資
料
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
繋
ぐ
方
法
で
編
ま
れ
て
い
る
た
め
、
歴
史
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
伝
わ
ら
な
い
個
所
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
『
百
三
十
年
史
』
の
執
筆
に
当
た
り
、
新
た
に
発
見
し
た
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
本
学
園
関
係
資
料
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
い
さ
さ
か
補
正
し
た
。
本
稿
は
、
『
百
年
史
』
や
他
の
執
筆
者
も
加
わ
っ
た
『
百
三
十
年
史
』
に
依
拠
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
主
と
し
て
私
が
新
た
に
得
た
資
料
と
知
見
を
中
心
に
論
述
す
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
『
百
三
十
年
史
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
も
あ
る
。
な
お
、
原
則
と
し
て
、
『
百
三
十
年
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
（
表
を
含
む
）
は
、
本
稿
で
は
掲
載
し
な
い
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
本
稿
の
表
題
を
「
共
立
女
子
学
園
の
歴
史
に
つ
い
て
の
覚
書
」
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
戦
前
の
共
立
女
子
職
業
学
校
・
共
立
女
子
専
門
学
校
の
時
代
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
は
、
本
学
園
の
精
神
的
な
支
え
は
、
何
と
言
っ
て
も
本
学
園
の
名
を
全
国
に
知
ら
し
め
た
戦
前
の
学
校
に
あ
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
創
立
事
情
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
学
園
の
歴
史
を
近
代
日
本
の
女
子
教
育
な
い
し
学
校
教
育
制
度
全
体
の
中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
と
、
一
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
論
述
す
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
各
時
代
に
お
け
る
一
般
的
な
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
は
、
教
育
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
要
点
に
つ
い
て
は
、
本
大
学
・
短
大
の
同
窓
会
で
あ
る
櫻
友
会
の
機
関
誌
『
桜
の
友
』
第
六
五
号
（
平
成
二
九
年
四
月
）
に
掲
載
の
「
新
た
な
観
点
か
ら
見
る
共
立
女
子
学
園
の
歴
史
」
と
題
す
る
小
論
で
も
披
瀝
し
た
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
一
、
共
立
女
子
職
業
学
校
の
創
立
と
高
い
評
価
（
一
）
創
立
の
契
機
と
な
っ
た
東
京
女
子
師
範
学
校
の
合
併
問
題
女
子
の
た
め
の
職
業
学
校
の
創
立
を
思
い
立
っ
た
の
は
、
東
京
女
子
師
範
学
校
教
諭
の
宮
川
保
全
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
幕
末
に
幕
臣
の
子
に
生
ま
れ
た
が
、
幕
府
が
崩
壊
し
た
た
め
、
最
後
の
将
軍
で
あ
っ
た
徳
川
慶
喜
が
謹
慎
・
蟄
居
し
た
静
岡
に
移
り
住
み
、
沼
津
兵
学
校
で
数
学
を
修
め
て
教
師
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
。
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
、
文
部
省
に
雇
わ
れ
、
長
崎
師
範
学
校
勤
務
を
経
て
、
翌
年
か
ら
新
設
の
東
京
女
子
師
範
学
校
に
勤
務
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
一
〇
年
経
っ
た
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
八
月
二
八
日
、
教
員
一
同
が
集
め
ら
れ
、
す
で
に
辞
職
届
を
出
し
「
旧
校
長
」
の
立
場
に
あ
っ
た
那
珂
通
世
か
ら
、
東
京
女
子
師
範
学
校
と
男
子
の
東
京
師
範
学
校
の
合
併
が
告
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
森
監
督
」
の
書
状
が
披
露
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
同
僚
教
員
で
あ
っ
た
画
家
の
武
村
千
佐
の
日
記
『
窓
の
く
れ
竹
』
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
日
記
に
「
森
監
督
」
と
し
て
出
て
く
る
の
は
森
有
礼
で
、
森
は
同
年
八
月
二
六
日
付
で
「
東
京
師
範
学
校
監
督
」
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
〔
二
八
日
付
『
官
報
』
〕
。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
「
森
監
督
」
の
書
状
は
、
お
そ
ら
く
『
百
年
史
』
が
同
年
一
〇
月
の
資
料
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
「
師
範
学
校
合
併
に
関
す
る
示
諭
」
〔『
百
年
史
』
二
四
頁
〕
と
同
じ
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
こ
れ
は
『
女
学
雑
誌
』
第
七
号
明治
一
八
年
一
〇
月
二
五
日
に
掲
載
さ
れ
た
「
森
文
部
省
御
用
掛
の
示
諭
」
と
も
同
じ
）
。
そ
れ
に
は
、
両
校
の
合
併
は
管
理
上
と
経
済
上
の
理
由
か
ら
で
あ
る
こ
と
、
東
京
師
範
学
校
は
全
国
の
府
県
立
師
範
学
校
の
先
生
を
養
成
す
る
最
高
の
教
育
機
関
と
な
る
こ
と
、
と
く
に
女
教
員
の
養
成
は
「
国
家
の
根
本
を
堅
固
に
す
る
」
「
最
重
要
な
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
合
併
に
よ
り
両
校
の
教
員
で
「
等
級
」
を
上
下
さ
れ
た
り
解
雇
さ
れ
る
人
も
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。
東
京
女
子
師
範
学
校
は
小
学
校
教
員
を
養
成
す
る
機
関
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
男
子
の
東
京
師
範
学
校
に
合
併
さ
れ
、
か
つ
各
府
県
の
師
範
学
校
の
教
員
を
養
成
す
る
機
関
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
能
力
上
、
合
併
・
改
組
後
の
東
京
師
範
学
校
の
教
員
に
な
る
の
が
無
理
な
人
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東
京
女
子
師
範
学
校
の
教
員
た
ち
は
さ
ぞ
か
し
驚
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
驚
き
に
関
わ
ら
ず
、
明
治
一
八
年
一
〇
月
一
日
、
全
国
に
あ
る
女
子
師
範
学
校
を
男
子
の
師
範
学
校
に
合
併
す
る
こ
と
を
命
じ
る
文
部
大
木
喬
任
の
通
達
（
文
部
省
第
九
号
達
）
が
発
せ
ら
れ
た
。
後
に
紹
介
す
る
『
女
学
雑
誌
』
の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
段
階
で
、
女
子
関
係
は
東
京
師
範
学
校
の
女
子
師
範
学
科
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
つ
い
で
、
こ
の
年
一
二
月
二
二
日
、
内
閣
制
度
が
発
足
し
、
初
代
文
部
大
臣
に
森
有
礼
が
任
じ
ら
れ
、
森
大
臣
の
主
導
の
下
で
翌
明
治
一
九
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
帝
国
大
学
令
・
中
学
校
令
・
小
学
校
令
・
師
範
学
校
令
が
勅
令
と
し
て
制
定
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
従
来
の
改
正
教
育
令
に
替
わ
る
新
た
な
学
校
教
育
制
度
で
、
以
降
、
戦
前
の
学
校
教
育
制
度
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
な
る
。
こ
の
う
ち
師
範
学
校
令
は
、
師
範
学
校
を
尋
常
師
範
学
校
と
高
等
師
範
学
校
の
二
種
類
と
し
た
。
尋
常
師
範
学
校
は
府
県
立
で
小
学
校
教
員
を
養
成
す
る
学
校
で
あ
る
。
他
方
、
高
等
師
範
学
校
は
官
立
（
国
立
）
で
尋
常
師
範
学
校
の
教
員
を
養
成
す
る
学
校
で
あ
る
。
こ
こ
に
前
年
合
併
し
た
東
京
師
範
学
校
は
、
全
国
に
た
だ
一
つ
官
立
で
設
置
さ
れ
る
高
等
師
範
学
校
に
改
組
さ
れ
た
。
尋
常
師
範
学
校
・
高
等
師
範
学
校
と
も
、
当
初
、
そ
の
な
か
を
男
子
部
・
女
子
部
に
分
け
た
。
し
か
し
明
治
二
三
年
五
月
、
高
等
師
範
学
校
女
子
部
が
分
離
独
立
し
て
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
と
な
る
（
経
済
上
・
管
理
上
は
合
併
し
て
置
き
た
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
男
女
の
教
育
課
程
が
大
き
く
違
う
こ
と
か
ら
、
結
局
、
分
離
独
立
と
な
る
）。
（
二
）
慌
た
だ
し
い
創
立
と
そ
の
事
情
宮
川
保
全
は
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
一
月
、
文
部
省
か
ら
実
業
教
育
功
績
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
関
連
文
書
に
収
め
ら
れ
た
履
歴
書
に
よ
る
と
、
宮
川
は
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
九
月
七
日
付
で
東
京
師
範
学
校
教
諭
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
翌
年
二
月
二
二
日
「
依
願
免
本
官
」
と
な
っ
た
〔
（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
「
学
事
関
係
資
料
」
二
七
二
一
〕。
武
村
千
佐
は
明
治
一
八
年
九
月
七
日
、
文
部
省
で
東
京
師
範
学
校
助
教
諭
の
辞
令
を
受
け
た
。
彼
女
も
合
併
後
の
師
範
学
校
に
残
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
宮
川
と
違
っ
て
「
助
教
諭
」
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
も
一
時
的
な
も
の
で
、
翌
年
二
月
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
東
京
女
子
師
範
学
校
の
附
属
高
等
女
学
校
が
分
離
し
て
文
部
省
直
轄
の
高
等
女
学
校
に
な
る
に
際
し
、
武
村
は
「
依
願
免
職
」
の
う
え
高
等
女
学
校
掛
主
任
を
命
じ
ら
れ
、
高
等
女
学
校
に
移
っ
た
。
そ
し
て
、
豊
田
芙
雄
子
・
丸
橋
光
子
・
鳩
山
春
子
・
上
村
花
亭
子
・
愛
知
す
み
子
も
高
等
女
学
校
に
移
っ
て
い
る
〔
武
村
『
窓
の
く
れ
竹
』、『
百
年
史
』
二
五
頁
〕。
宮
川
に
し
ろ
、
竹
村
に
し
ろ
、
「
依
願
免
職
」
と
は
い
っ
て
も
、
半
ば
強
要
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
東
京
女
子
師
範
学
校
の
最
後
の
校
長
で
あ
っ
た
那
珂
通
世
が
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
、
死
去
し
た
渡
辺
辰
五
郎
に
対
す
る
弔
辞
の
な
か
で
、
「
明
治
十
九
年
の
春
、
通
世
が
非
職
に
な
り
ま
し
た
時
に
、
君
も
そ
の
外
二
三
の
教
員
も
、
何
故
か
罷
め
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
〔『
百
年
史
』
二
七
頁
〕。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宮
川
や
武
村
と
同
じ
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
東
京
師
範
学
校
に
移
籍
し
た
男
性
教
員
の
一
部
も
、
明
治
一
九
年
二
月
の
段
階
で
退
職
を
強
要
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
『
女
学
雑
誌
』
第
一
七
号
（
明
治
一
九
年
三
月
五
日
）
は
、
二
月
二
七
日
に
東
京
師
範
学
校
の
女
子
師
範
学
科
一
六
名
の
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
彼
女
ら
は
旧
東
京
女
子
師
範
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
日
は
森
有
礼
大
臣
が
演
説
し
、
女
子
に
新
し
い
教
育
を
施
す
の
は
あ
な
た
た
ち
が
最
初
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
全
員
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
卒
業
生
は
改
組
さ
れ
る
高
等
師
範
学
校
へ
の
進
学
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
宮
川
保
全
ら
の
退
職
は
、
共立 国際文化 第35号（2018）
三
卒
業
式
よ
り
五
日
早
い
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
彼
女
た
ち
の
卒
業
が
決
ま
り
一
区
切
り
が
付
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
一
六
名
の
卒
業
生
の
後
輩
生
が
い
た
は
ず
だ
が
、
そ
れ
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
宮
川
ら
の
退
職
が
強
要
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
私
立
学
校
の
設
立
に
つ
い
て
の
準
備
も
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
二
月
二
二
日
に
退
職
し
て
、
三
月
六
日
に
は
早
く
も
「
女
子
職
業
学
校
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
大
変
「
慌
た
だ
し
い
創
立
」
と
い
う
ほ
か
な
い
。
そ
も
そ
も
、
生
徒
は
ど
の
よ
う
に
し
て
募
集
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
百
年
史
』
は
、
現
在
の
東
京
家
政
大
学
を
経
営
す
る
渡
辺
学
園
の
『
渡
辺
学
園
百
年
史
』（
昭
和
五
一
年
刊
）
に
拠
っ
て
、
明
治
一
九
年
三
月
六
日
に
、「
宮
川
保
全
が
有
志
と
は
か
り
、
渡
辺
辰
五
郎
の
『
和
洋
裁
縫
伝
習
所
』
の
二
階
に
間
借
り
し
て
、
女
子
職
業
学
校
の
授
業
を
開
始
し
た
」、「
渡
辺
は
主
任
と
な
っ
て
教
授
に
当
た
り
、
自
分
の
裁
縫
塾
は
八
月
ま
で
授
業
を
休
止
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
和
洋
裁
縫
伝
習
所
に
学
ん
で
い
た
生
徒
が
、
女
子
職
業
学
校
に
移
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
〔
一
頁
〕。『
百
三
十
年
史
』
も
こ
の
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
自
分
の
塾
生
を
移
す
、
そ
の
た
め
に
塾
の
授
業
を
休
止
す
る
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
『
渡
辺
学
園
百
年
史
』
に
そ
う
し
た
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
む
し
ろ
私
は
、
東
京
師
範
学
校
の
女
子
師
範
科
に
残
っ
た
生
徒
た
ち
の
一
部
を
引
き
受
け
、
教
育
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
だ
か
ら
、
渡
辺
も
自
分
の
塾
を
休
み
に
し
て
ま
で
女
子
職
業
学
校
の
生
徒
を
教
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
三
月
六
日
開
校
は
褄
が
合
う
。
さ
て
、
宮
川
保
全
ら
は
、
三
月
六
日
の
開
校
、
授
業
実
施
と
並
行
し
て
、
学
校
の
組
織
を
整
え
る
べ
く
努
力
を
重
ね
、
明
治
一
九
年
四
月
付
で
、
二
九
名
の
連
名
に
よ
る
「
共
立
女
子
職
業
学
校
設
立
の
趣
旨
」
と
い
う
一
枚
の
文
書
を
印
刷
、
各
方
面
に
配
布
し
た
。
こ
れ
は
設
置
目
的
、
設
立
発
起
人
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
だ
校
地
・
校
舎
・
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
教
育
課
程
の
作
成
な
ど
具
体
化
が
必
要
な
事
柄
は
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
目
途
が
つ
い
て
、
同
年
八
月
一
三
日
付
で
東
京
府
知
事
に
「
私
立
学
校
設
置
願
」
を
提
出
し
た
。
こ
の
時
の
設
立
発
起
人
は
三
四
名
で
、
四
月
の
「
設
立
の
趣
旨
」
に
書
か
れ
た
発
起
人
よ
り
五
名
増
え
て
い
る
。
そ
の
五
名
は
服
部
一
三
・
手
島
精
一
・
矢
野
二
郎
・
富
田
鉄
之
助
、
山
岡
次
郎
で
、
永
井
久
一
郎
の
周
旋
で
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
文
部
省
関
係
の
人
達
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
後
か
ら
加
わ
っ
た
服
部
一
三
が
初
代
校
長
に
就
任
し
た
。
八
月
一
三
日
付
の
「
設
置
願
」
に
認
可
が
下
り
、
他
方
で
新
た
な
生
徒
募
集
も
済
み
、
九
月
一
六
日
、
よ
う
や
く
正
式
に
開
校
し
た
。
三
月
六
日
か
ら
渡
辺
辰
五
郎
の
私
塾
で
授
業
を
受
け
て
い
た
生
徒
も
、
九
月
一
六
日
に
入
学
し
た
生
徒
と
合
流
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
翌
明
治
二
〇
年
に
は
早
く
も
乙
科
（
二
年
課
程
）
の
卒
業
生
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
、
と
私
は
考
え
る
。
（
三
）
学
校
設
置
の
目
的
宮
川
保
全
は
、
明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
九
月
か
ら
退
職
す
る
翌
年
二
月
ま
で
の
間
、
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
、
宮
川
は
、
校
長
時
代
の
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
の
回
顧
談
で
、
東
京
女
子
師
範
学
校
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
わ
ず
か
一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
、「
長
官
」（
文
部
四
行
政
の
ト
ッ
プ
の
意
）
が
代
わ
る
ご
と
に
「
主
義
主
張
を
変
更
し
、
生
徒
は
全
く
其
の
方
向
に
迷
ふ
の
感
」
が
あ
っ
た
、
そ
こ
で
女
子
の
た
め
に
私
立
学
校
を
設
立
し
て
「
一
定
不
動
の
主
義
の
下
に
教
育
を
授
け
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
痛
切
に
感
じ
た
と
述
べ
て
い
る
〔『
桜
之
友
』
第
二
六
号
、
一
九
一
九
年
一
二
月
〕。
初
代
文
部
大
臣
と
な
る
森
有
礼
は
、
前
出
の
「
師
範
学
校
合
併
に
関
す
る
示
諭
」
（
明
治
一
八
年
）
で
、
女
教
員
の
養
成
は
「
国
家
の
根
本
を
堅
固
に
す
る
」「
最
重
要
な
る
も
の
」
と
強
調
し
て
い
る
が
、
明
治
二
〇
年
秋
、
森
が
大
臣
と
し
て
地
方
学
事
を
巡
視
し
た
と
き
、
女
性
は
幼
児
・
小
児
に
対
す
る
「
天
然
ノ
教
員
」
で
あ
り
、
良
妻
賢
母
の
養
成
こ
そ
女
子
教
育
の
目
的
で
あ
り
、
そ
の
成
否
が
「
国
家
富
強
ノ
根
本
」
に
繋
が
る
と
力
説
し
て
い
る
〔
大
久
保
利
謙
編
『
森
有
礼
全
集
』
第
一
巻
、
六
一
一
頁
、
一
九
七
二
年
、
宣
文
堂
書
店
〕。
こ
の
よ
う
に
、
森
有
礼
は
、
教
育
の
目
的
を
「
国
家
の
富
強
」
に
置
い
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
学
制
に
よ
り
日
本
の
義
務
教
育
が
始
ま
っ
た
と
き
、
関
連
し
て
発
布
さ
れ
た
太
政
官
布
告
の
「
学
事
奨
励
に
付
き
被
仰
出
書
」
は
、
「
学
問
は
身
を
立
つ
る
の
財
本
」
で
あ
る
と
言
い
、
だ
か
ら
実
学
を
修
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
強
調
し
て
い
た
。
学
制
段
階
で
の
教
育
の
目
的
は
個
人
の
自
立
・
成
長
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
森
が
大
臣
に
な
っ
た
時
点
で
も
、
森
と
は
違
っ
て
、
学
制
的
な
考
え
を
支
持
す
る
人
が
文
部
省
の
中
に
も
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
創
立
メ
ン
バ
ー
の
宮
川
保
全
・
永
井
久
一
郎
・
服
部
一
三
・
手
島
精
一
・
中
川
謙
二
郎
・
矢
野
二
郎
な
ど
は
そ
う
し
た
人
々
で
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
こ
で
前
出
の
「
共
立
女
子
職
業
学
校
設
立
の
趣
旨
」
を
取
り
上
げ
よ
う
〔
『
百
三
十
年
史
』
五
、
六
頁
〕
。
こ
の
「
設
立
の
趣
旨
」
は
、
先
ず
、
当
時
の
日
本
女
性
の
「
世
を
渡
る
有
様
」
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
は
自
ら
は
職
業
に
就
か
ず
、
生
活
を
父
兄
や
夫
に
頼
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
、
頼
る
父
兄
や
夫
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
女
性
の
生
活
は
悲
惨
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
認
識
に
立
っ
て
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、
「
専
女
子
に
適
す
る
諸
の
職
業
を
授
け
」
、
か
つ
「
修
身
和
漢
文
、
英
語
、
習
字
、
算
術
」
な
ど
の
「
日
用
必
需
の
学
科
」
を
教
授
す
る
女
子
の
職
業
学
校
を
設
立
す
る
、
と
言
う
。
こ
の
部
分
が
最
も
大
切
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
女
性
の
「
世
を
渡
る
有
様
」
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
当
時
の
現
実
を
よ
く
反
映
し
た
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
は
親
が
決
め
た
相
手
と
結
婚
し
、
父
兄
や
夫
に
頼
る
生
活
を
お
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
設
立
発
起
人
た
ち
は
、
こ
う
し
た
生
き
方
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
が
出
来
な
く
な
っ
た
と
き
に
自
立
・
自
活
の
問
題
が
生
じ
る
の
で
、
そ
れ
に
備
え
た
「
女
子
に
適
す
る
」
職
業
的
知
識
と
技
術
を
見
に
つ
け
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
で
あ
る
。
「
女
性
の
自
立
・
自
活
」
は
、
共
立
女
子
学
園
の
建
学
の
精
神
と
さ
れ
て
い
る
が
、
設
立
期
に
お
い
て
は
、
決
し
て
現
代
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
・
ウ
ー
マ
ン
像
が
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
末
年
の
家
庭
科
新
設
に
も
絡
ん
で
く
る
の
で
、
留
意
し
て
お
き
た
い
点
で
あ
る
。「
設
立
の
趣
旨
」
の
内
容
に
は
、
次
の
重
要
な
論
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
近
年
の
女
子
教
育
に
対
す
る
批
判
で
、「
其
授
く
る
学
科
は
、
或
は
閑
雅
優
美
に
流
れ
、
或
は
高
尚
深
遠
に
趨
り
、
概
文
字
章
句
の
末
に
拘
り
、
実
業
に
疎
く
し
て
、
日
用
に
適
せ
ず
」
と
い
う
教
育
内
容
と
、
「
小
学
校
以
上
の
学
校
教
育
は
専
ら
中
人
以
共立 国際文化 第35号（2018）
五
上
の
子
弟
に
行
は
れ
て
、
広
く
世
の
女
子
に
及
ば
ず
」
と
い
う
階
層
性
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
福
沢
諭
吉
の
『
学
問
の
す
ゝ
め
』
や
学
制
発
布
に
関
連
し
て
出
さ
れ
た
太
政
官
布
告
の
「
学
事
奨
励
に
付
き
被
仰
出
書
」
と
ほ
ぼ
と
同
じ
教
育
観
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
教
育
の
対
象
と
す
る
女
性
を
庶
民
一
般
に
広
げ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
（
四
）
教
育
課
程
の
基
本
設
立
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
創
立
者
た
ち
が
用
意
し
た
教
育
課
程
を
見
よ
う
。明
治
一
九
年
八
月
一
三
日
、
東
京
府
知
事
に
「
私
立
学
校
設
置
願
」
を
提
出
し
た
の
と
同
時
に
制
定
さ
れ
た
「
共
立
女
子
職
業
学
校
規
則
摘
要
」〔『
百
三
十
年
史
』
八
・
九
頁
、
一
一
頁
の
表
１
〕
に
よ
る
と
、
共
立
女
子
職
業
学
校
は
大
き
く
「
甲
科
」
と
「
乙
科
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
「
甲
科
」
は
三
年
制
で
、
入
学
資
格
は
「
尋
常
小
学
校
を
終
え
た
者
（
若
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の
学
力
を
有
す
る
者
〔
以
降
、
省
略
〕）」
で
、
満
一
〇
歳
以
上
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
学
齢
と
さ
れ
た
満
六
歳
で
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
、
四
年
間
の
義
務
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
尋
常
小
学
校
を
終
え
る
時
は
満
一
〇
歳
に
な
っ
て
い
る
。「
甲
科
」
は
、
尋
常
小
学
校
卒
業
者
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
教
育
課
程
で
あ
っ
た
。
他
方
、
「
乙
科
」
は
二
年
制
で
、
入
学
資
格
は
「
略
読
み
書
き
を
為
し
得
る
も
の
」
で
、
満
一
五
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
ま
だ
女
子
の
就
学
率
が
低
い
状
況
が
続
く
な
か
で
、
尋
常
小
学
校
は
卒
業
し
て
い
な
い
が
、
社
会
経
験
を
積
み
、
読
み
書
き
程
度
は
で
き
る
女
性
を
入
学
さ
せ
る
教
育
課
程
と
い
え
よ
う
。
次
に
、
教
育
内
容
を
含
む
教
育
課
程
を
見
よ
う
。
明
治
二
〇
年
八
月
の
「
第
一
学
年
報
告
書
」〔『
百
三
十
年
史
』
四
一
頁
の
表
３
〕
に
よ
る
と
、
授
業
内
容
は
、
甲
科
・
乙
科
と
も
、「
術
科
」
と
「
学
科
」
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。「
術
科
」
は
文
字
通
り
技
術
を
修
得
す
る
授
業
で
、
裁
縫
・
刺
繍
・
編
物
・
造
花
な
ど
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
履
修
す
る
裁
縫
は
和
裁
が
中
心
で
あ
る
が
、
洋
裁
も
あ
っ
た
。
刺
繍
は
「
縫
取
」
と
も
呼
ば
れ
、
図
画
の
履
修
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
「
学
科
」
は
、
今
日
風
に
言
え
ば
、
一
般
教
養
の
科
目
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
、
「
家
政
」
は
衣
食
住
に
関
す
る
も
の
で
、
そ
の
な
か
に
は
割
烹
も
あ
っ
た
。
な
お
、
英
語
は
、
履
修
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
度
で
廃
止
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
入
学
資
格
や
付
設
科
の
新
設
な
ど
の
変
化
は
あ
る
が
、
「
甲
科
」
と
「
乙
科
」
の
別
、
教
育
内
容
は
、
明
治
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ず
、
共
立
女
子
職
業
学
校
の
教
育
の
骨
格
と
な
っ
て
い
た
。
（
五
）
高
い
社
会
的
評
価
と
そ
れ
を
支
え
た
も
の
共
立
女
子
職
業
学
校
は
創
立
当
初
か
ら
世
間
の
注
目
を
受
け
た
。
『
百
年
史
』
は
そ
れ
を
明
治
女
学
校
が
発
行
す
る
『
女
学
雑
誌
』
の
記
事
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
少
し
後
に
な
る
と
、
多
く
の
類
似
校
が
創
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
東
京
都
公
文
書
館
の
「
学
事
関
係
資
料
」
か
ら
わ
か
る
が
、
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
共
立
女
子
職
業
学
校
は
高
い
社
会
的
評
価
を
得
、
そ
れ
が
持
続
す
る
と
と
も
に
、
全
国
に
名
を
馳
せ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い
。
六
一
つ
は
、
優
秀
な
経
営
者
・
教
師
の
存
在
で
あ
る
。
宮
川
保
全
を
は
じ
め
東
京
女
子
師
範
学
校
関
係
者
お
よ
び
文
部
省
関
係
者
の
一
部
が
設
置
し
た
こ
と
か
ら
、
文
部
省
、
さ
ら
に
皇
室
と
の
深
い
関
係
が
早
い
時
期
か
ら
あ
っ
た
。
当
時
、
文
部
省
は
隣
の
竹
橋
に
あ
り
、
地
理
的
に
も
近
い
関
係
に
あ
っ
た
。
平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
に
竣
工
し
た
新
二
号
館
の
地
は
、
戦
前
長
ら
く
共
立
女
子
職
業
学
校
の
校
舎
が
あ
っ
た
所
だ
が
、
こ
の
土
地
は
当
初
政
府
か
ら
借
用
し
、
後
に
皇
室
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
教
師
で
は
、
裁
縫
担
当
の
渡
辺
辰
五
郎
は
当
時
最
高
の
技
術
指
導
者
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
刺
繍
を
教
え
た
山
崎
ラ
ウ
ラ
、
日
本
画
の
跡
見
玉
枝
も
優
れ
た
教
師
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
厳
し
い
指
導
の
下
で
後
継
の
教
員
が
育
成
さ
れ
た
。
授
業
は
、
原
則
と
し
て
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
今
日
風
に
言
え
ば
、
試
験
の
成
績
が
五
〇
点
以
上
で
単
位
が
取
得
で
き
た
が
、
途
中
で
退
学
す
る
者
が
多
く
、
卒
業
で
き
る
人
は
多
く
な
か
っ
た
。
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
同
年
の
在
学
者
数
は
三
七
二
人
。
全
部
が
三
年
制
の
甲
科
生
と
仮
定
す
る
と
、
同
年
の
在
学
者
は
明
治
二
六
～
二
八
年
の
入
学
者
で
、
そ
の
単
純
な
合
計
は
九
五
〇
人
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
三
年
ま
で
在
学
し
て
い
る
者
は
三
七
二
人
で
、
入
学
者
の
約
三
九
％
で
し
か
な
い
。
明
治
二
八
年
の
卒
業
者
は
六
九
人
だ
が
、
そ
の
人
達
の
入
学
年
と
な
る
二
五
年
の
入
学
者
数
は
二
一
三
人
。
こ
れ
も
単
純
計
算
す
る
と
約
三
二
％
し
か
卒
業
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
〔『
百
三
十
年
史
』
三
六
頁
の
表
２
〕。
二
年
制
の
乙
科
の
こ
と
、
留
年
者
の
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
半
数
以
上
が
中
途
退
学
し
て
い
る
と
推
測
で
き
よ
う
。
退
学
者
が
多
か
っ
た
原
因
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
は
入
学
試
験
を
し
て
い
な
い
た
め
入
学
者
の
学
力
に
か
な
り
差
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
途
中
で
学
費
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
結
婚
の
た
め
に
辞
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
人
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
大
の
理
由
は
指
導
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
私
は
思
う
。
厳
し
い
授
業
の
な
か
で
生
徒
が
作
成
し
た
裁
縫
・
刺
繍
・
造
花
な
ど
の
作
品
は
、
主
と
し
て
文
部
省
の
依
頼
で
出
品
し
た
博
覧
会
・
展
覧
会
等
で
高
い
評
価
を
得
た
。
『
百
三
十
年
史
』
五
二
頁
の
コ
ラ
ム
「
バ
ザ
ー
と
貯
金
」
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
徒
の
作
品
を
バ
ザ
ー
で
販
売
し
、
そ
の
純
益
金
の
一
部
を
生
徒
名
義
で
貯
金
し
て
卒
業
時
に
返
す
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
造
花
に
対
す
る
需
要
が
大
き
か
っ
た
た
め
、
乙
科
に
は
、
製
作
し
た
造
花
を
販
売
す
る
こ
と
を
条
件
に
授
業
料
不
要
の
「
校
費
生
」
と
い
う
制
度
も
設
け
ら
れ
た
。
校
費
生
も
所
定
の
教
育
課
程
を
修
了
す
れ
ば
卒
業
証
書
が
も
ら
え
た
。
生
徒
の
作
品
に
は
皇
室
も
注
目
し
、
し
ば
し
ば
作
品
を
買
い
上
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
共
立
女
子
職
業
学
校
に
対
す
る
高
い
社
会
的
評
価
が
定
ま
っ
て
く
る
。
今
回
、
新
潟
県
長
岡
市
の
山
古
志
地
区
で
発
見
し
た
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
の
「
私
立
共
立
女
子
職
業
学
校
規
則
摘
要
」
を
『
百
三
十
年
史
』
で
使
っ
た
が
、
こ
の
資
料
に
関
す
る
坂
牧
善
作
・
善
辰
父
子
の
書
簡
の
中
に
、
興
味
深
い
記
述
が
あ
っ
た
の
で
、
『
百
三
十
年
史
』
五
三
頁
の
コ
ラ
ム
に
載
せ
た
。
内
容
は
こ
こ
で
は
省
く
が
、
コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
「
当
校
は
東
京
の
女
学
校
中
に
て
も
尤
も
評
判
宜
し
き
処
に
御
座
候
」
は
、
坂
牧
善
辰
の
書
簡
の
文
中
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
共
立
女
子
職
業
学
校
に
対
す
る
社
会
的
評
価
を
端
的
共立 国際文化 第35号（2018）
七
に
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
二
、
共
立
女
子
職
業
学
校
に
お
け
る
教
員
養
成
（
一
）
学
校
の
名
を
全
国
に
響
か
せ
た
教
員
養
成
私
は
、
共
立
女
子
職
業
学
校
に
対
す
る
高
い
評
価
を
支
え
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
裁
縫
・
手
芸
の
教
員
養
成
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
初
期
を
中
心
に
、
教
員
養
成
に
光
を
当
て
て
み
た
い
。
戦
前
、
共
立
女
子
職
業
学
校
は
多
く
の
裁
縫
・
手
芸
の
教
員
を
育
て
た
。
そ
し
て
、
そ
の
教
員
が
全
国
に
散
ら
ば
り
、
彼
女
ら
の
影
響
・
努
力
に
よ
っ
て
全
国
か
ら
生
徒
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
関
係
が
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
桜
友
会
が
刊
行
し
た
一
二
冊
の
『
女
子
手
芸
講
義
録
』
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
共
立
女
子
職
業
学
校
が
刊
行
し
た
一
二
冊
の
『
女
子
技
芸
講
習
録
』
、
あ
る
い
は
大
正
・
昭
和
期
に
本
校
の
教
員
が
執
筆
・
刊
行
し
た
多
く
の
裁
縫
・
手
芸
等
の
教
科
書
は
、
共
立
女
子
職
業
学
校
の
質
の
高
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
先
に
「
全
国
か
ら
生
徒
が
集
ま
っ
て
く
る
」
と
述
べ
た
が
、
実
際
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
本
学
図
書
館
が
管
理
す
る
共
立
資
料
室
に
は
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
八
月
か
ら
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
三
月
ま
で
、
お
よ
び
明
治
二
一
年
八
月
か
ら
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
三
月
ま
で
の
二
種
類
の
府
県
別
卒
業
者
数
を
表
に
し
た
印
刷
物
（
二
葉
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
前
者
は
本
科
生
・
選
科
生
の
合
計
値
）
。
こ
れ
を
地
方
別
に
ま
と
め
た
も
の
を
表
1に
掲
げ
よ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
表
は
『
百
三
十
年
史
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
み
る
と
、
や
は
り
東
京
が
最
も
多
い
も
の
の
、
全
国
か
ら
か
な
り
の
生
徒
が
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。（二
）
小
学
校
の
専
科
教
員
と
そ
の
養
成
共
立
女
子
職
業
学
校
は
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
の
諸
学
校
令
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
学
校
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
に
文
部
省
令
で
「
徒
弟
学
校
規
程
」
が
制
定
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
学
校
と
な
り
、
さ
ら
に
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
に
勅
令
で
「
実
業
学
校
令
」
が
制
定
さ
れ
る
と
、
八
表1 共立女子職業学校の地方別卒業者数
地方別
明治21年8月～
明治41年3月
明治21年8月～
昭和9年3月
北海道・東北 191 1,940
関東 750 6,610
（うち東京） （549） （3,692）
中部 229 2,982
近畿 60 854
中国 89 1,267
四国 59 539
九州・沖縄 109 1,305
その他 3 126
合 計 1,490 15,623
出典：共立資料室所蔵文書（B－18～20）より作成
注：その他は植民地を含む外国籍者，原籍記入漏れ
共
立
女
子
職
業
学
校
は
乙
種
実
業
学
校
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
甲
種
は
入
学
資
格
が
高
等
小
学
校
卒
・
一
四
歳
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
、
乙
種
は
入
学
資
格
が
尋
常
小
学
校
卒
・
一
二
歳
以
上
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
学
校
教
育
制
度
上
の
位
置
に
あ
る
共
立
女
子
職
業
学
校
は
、
教
員
養
成
を
目
的
と
し
た
学
校
で
は
な
い
。
小
学
校
の
教
員
は
道
府
県
立
の
尋
常
師
範
学
校
で
養
成
す
る
の
が
学
校
令
体
制
の
基
本
で
あ
る
。
尋
常
師
範
学
校
を
出
た
教
員
は
訓
導
・
本
科
正
教
員
と
し
て
種
々
の
科
目
を
担
当
で
き
る
が
、
音
楽
・
裁
縫
な
ど
の
実
技
が
不
得
意
な
正
教
員
も
少
な
く
な
く
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
実
技
科
目
に
限
っ
て
授
業
を
担
当
す
る
専
科
教
員
の
需
要
が
か
な
り
あ
っ
た
。
と
く
に
、
政
府
は
女
子
の
就
学
率
を
上
げ
る
た
め
、
尋
常
小
学
校
の
女
子
に
裁
縫
教
育
を
行
っ
た
た
め
、
裁
縫
担
当
の
女
教
員
は
不
足
し
て
い
た
。
東
京
都
公
文
書
館
の
学
事
関
係
資
料
に
は
、
明
治
期
で
は
あ
る
が
、
他
の
学
校
か
ら
の
も
の
を
含
め
、
多
く
の
小
学
校
専
科
教
員
の
免
許
申
請
に
関
す
る
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
共
立
女
子
職
業
学
校
関
係
で
は
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
と
八
九
年
に
申
請
し
た
ケ
ー
ス
二
件
を
除
く
と
、
他
は
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
か
ら
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
ま
で
の
二
三
年
間
に
一
四
四
名
が
申
請
し
て
い
る
（
一
九
一
二
年
も
一
件
あ
る
が
、
音
楽
の
正
教
員
免
許
申
請
な
の
で
、
こ
れ
は
除
く
）
。
こ
の
一
四
四
名
の
出
身
地
方
別
内
訳
を
表
2に
掲
げ
よ
う
。
こ
の
表
２
と
前
掲
表
１
の
左
側
は
期
間
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
。
こ
の
期
間
の
卒
業
生
数
は
一
四
二
八
名
な
の
で
、
卒
業
生
の
約
一
割
が
東
京
府
知
事
に
小
学
校
の
専
科
教
員
の
免
許
を
申
請
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
東
京
府
以
外
の
道
府
県
知
事
に
免
許
申
請
を
し
た
人
の
数
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
全
く
不
明
で
あ
る
。
さ
て
、
甲
科
・
乙
科
の
卒
業
生
で
、
東
京
府
府
下
で
小
学
校
の
専
科
教
員
を
希
望
す
る
者
は
、
校
長
か
ら
東
京
府
知
事
に
願
書
を
提
出
し
、
東
京
府
の
審
査
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
初
は
ほ
と
ん
ど
が
専
科
の
准
教
員
の
免
許
申
請
で
あ
っ
た
。
准
教
員
は
代
用
教
員
と
ほ
ぼ
同
じ
く
、
教
員
の
身
分
と
し
て
は
低
い
。
申
請
の
願
書
に
は
、
本
人
の
履
歴
書
・
卒
業
証
書
と
と
も
に
、
学
校
が
術
科
・
学
科
の
成
績
（
点
数
）
を
記
し
た
文
書
も
必
要
で
あ
っ
た
。
免
許
を
取
得
し
た
い
教
科
は
ほ
と
ん
ど
が
裁
縫
で
あ
る
。
願
書
に
付
け
ら
れ
た
履
歴
書
を
見
る
と
、
卒
業
後
、
三
カ
月
か
ら
一
年
間
、
学
校
に
残
っ
て
、
「
授
業
実
地
練
習
」
を
行
う
な
ど
、
教
員
に
な
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
の
小
学
校
令
改
正
に
伴
う
「
小
学
校
教
員
検
定
ニ
関
ス
ル
規
則
」
（
明
治
二
三
年
初
定
）
の
改
正
で
、
専
科
に
つ
い
て
は
准
教
員
の
制
度
が
な
く
な
り
、
正
教
員
だ
け
と
な
っ
た
。
正
教
員
に
な
る
に
は
准
教
員
・
代
用
教
員
な
ど
学
校
現
場
で
の
教
育
経
験
が
必
要
と
な
る
の
で
、
教
員
に
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表2 教員免許申請者数（東京府）
（明治27～44）
出身地方別
北海道・東北 17
関東 64
（うち東京） 47
中部 21
近畿 6
中国 15
四国 4
九州・沖縄 14
その他 3
合 計 144
出典：東京都公文書館所蔵の学事関係
資料より作成
な
る
道
は
狭
め
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
れ
で
も
明
治
三
四
年
か
ら
は
専
科
正
教
員
免
許
取
得
の
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
に
は
一
挙
に
一
九
名
が
申
請
し
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
共
立
女
子
職
業
学
校
に
「
家
政
科
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
家
政
科
は
、
甲
科
生
・
乙
科
生
の
う
ち
希
望
者
が
履
修
す
る
も
の
で
、
二
年
間
で
修
身
・
読
書
・
作
文
・
習
字
・
算
術
・
理
科
・
教
育
・
裁
縫
を
履
修
す
る
。
甲
科
・
乙
科
の
授
業
と
重
な
る
も
の
は
相
殺
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
二
年
次
に
週
二
時
間
履
修
す
る
教
育
の
科
目
は
甲
科
・
乙
科
の
授
業
科
目
に
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
課
程
を
終
え
た
後
に
最
低
三
カ
月
間
の
「
実
地
授
業
」
が
課
さ
れ
た
。
し
か
し
、
甲
科
生
・
乙
科
生
の
正
規
の
課
程
と
並
行
履
修
す
る
形
の
家
政
科
で
は
、
お
そ
ら
く
無
理
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
家
政
科
は
明
治
三
一
年
四
月
か
ら
「
裁
縫
教
員
養
成
科
」
と
名
称
を
変
え
、
か
つ
甲
科
生
・
乙
科
生
が
卒
業
後
に
も
う
一
年
履
修
す
る
課
程
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
小
学
校
の
准
教
員
に
な
る
者
は
、
正
規
の
課
程
を
終
了
後
も
う
一
年
学
修
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
三
六
年
四
月
か
ら
、
裁
縫
教
員
養
成
科
は
「
補
習
科
」
と
更
に
名
称
を
変
更
し
た
。
裁
縫
だ
け
で
な
く
刺
繍
・
編
物
な
ど
の
手
芸
の
教
員
も
養
成
す
る
た
め
で
あ
っ
た
〔
『
共
立
女
子
職
業
二
十
五
年
史
』
一
九
～
二
〇
頁
、
明
治
四
四
年
三
月
〕。
（
三
）
高
等
女
学
校
の
制
度
化
と
中
等
教
員
の
養
成
東
京
都
公
文
書
館
に
あ
る
学
事
関
係
資
料
に
は
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
以
降
、
共
立
女
子
職
業
学
校
か
ら
の
裁
縫
の
小
学
校
専
科
正
教
員
免
許
の
申
請
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
は
、
本
校
の
教
員
養
成
が
小
学
校
教
員
養
成
か
ら
高
等
女
学
校
な
ど
の
中
等
教
員
養
成
に
シ
フ
ト
替
え
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
中
等
教
員
免
許
は
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
の
教
員
免
許
令
に
基
づ
き
、
文
部
大
臣
へ
の
申
請
と
な
る
の
で
、
東
京
府
（
都
）
の
文
書
に
は
残
ら
な
い
。
な
ぜ
、
こ
の
段
階
で
中
等
教
員
養
成
に
シ
フ
ト
替
え
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
明
治
三
二
年
二
月
、
勅
令
で
高
等
女
学
校
令
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
明
治
一
九
年
の
諸
学
校
令
で
は
、
小
学
校
の
上
に
立
つ
教
育
機
関
と
し
て
中
学
校
が
あ
り
、
中
学
校
も
五
年
制
の
尋
常
中
学
校
、
そ
の
上
の
三
年
制
の
高
等
中
学
校
と
二
段
階
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
尋
常
中
学
校
に
進
学
で
き
る
の
は
男
子
の
み
で
あ
り
、
女
子
は
高
等
小
学
校
四
年
ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
尋
常
中
学
校
に
は
進
学
で
き
な
い
。
こ
の
時
に
は
女
子
の
中
等
教
育
機
関
（
学
校
）
に
つ
い
て
は
制
度
化
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
女
子
の
義
務
教
育
課
程
の
就
学
率
が
低
く
、
三
〇
％
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
清
戦
争
（
明
治
二
七
～
二
八
年
）
の
後
、
急
速
に
上
昇
し
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
に
は
六
六
％
を
超
え
、
な
お
も
上
昇
し
つ
づ
け
た
（
三
四
年
に
は
九
〇
％
を
超
え
る
）。
こ
う
し
た
な
か
で
、
小
学
校
の
上
に
立
つ
女
子
の
中
等
教
育
機
関
の
整
備
が
課
題
と
し
て
浮
上
し
、
高
等
女
学
校
令
制
定
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
高
等
女
学
校
は
、
男
子
の
中
学
校
（
こ
の
頃
、
尋
常
中
学
校
は
中
学
校
と
名
称
が
変
更
さ
れ
て
い
る
）
と
ほ
ぼ
同
じ
教
育
水
準
で
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
大
き
な
違
い
と
し
て
、
①
中
学
校
が
五
年
制
で
あ
一
〇
る
の
に
対
し
て
高
等
女
学
校
は
原
則
四
年
制
で
あ
る
、
②
中
学
校
に
多
く
あ
る
英
語
・
数
学
の
授
業
は
高
等
女
学
校
で
は
少
な
い
、
③
中
学
校
に
は
な
い
裁
縫
・
家
事
の
授
業
が
高
等
女
学
校
で
は
と
て
も
多
く
あ
る
、
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
四
年
制
に
も
関
わ
ら
ず
「
高
等
」
の
語
を
付
け
た
の
は
、
女
子
の
公
教
育
は
こ
れ
を
最
高
と
し
て
終
っ
て
よ
い
、
高
等
女
学
校
を
卒
業
す
れ
ば
そ
ろ
そ
ろ
嫁
入
り
の
年
齢
だ
、
結
婚
し
て
良
妻
賢
母
に
な
り
な
さ
い
、
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。
森
有
礼
初
代
文
相
が
方
向
づ
け
た
良
妻
賢
母
主
義
教
育
を
制
度
化
し
た
の
が
高
等
女
学
校
令
で
あ
っ
た
。
政
府
は
、
当
初
、
道
府
県
立
の
高
等
女
学
校
を
最
低
一
校
開
設
さ
せ
る
が
、
短
期
間
で
道
府
県
立
の
第
二
な
い
し
第
三
高
等
女
学
校
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
市
立
の
高
等
女
学
校
も
登
場
す
る
。
ま
た
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
高
等
女
学
校
令
が
改
正
さ
れ
、
染
色
・
商
業
な
ど
実
業
系
を
中
心
と
し
た
二
年
制
の
実
科
高
等
女
学
校
が
開
設
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
郡
立
な
い
し
町
村
組
合
立
な
ど
の
実
科
高
等
女
学
校
が
全
国
で
た
く
さ
ん
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
都
市
部
で
は
私
立
の
高
等
女
学
校
も
設
置
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
短
期
間
に
多
く
の
高
等
女
学
校
・
実
科
高
等
女
学
校
が
設
置
さ
れ
た
が
、
授
業
を
担
当
す
る
教
員
の
養
成
が
追
い
つ
か
な
い
、
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
女
子
の
中
等
教
員
は
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
で
養
成
す
る
の
が
基
本
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
全
然
足
り
な
い
。
政
府
は
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
官
立
の
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
を
開
設
し
対
応
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
れ
で
も
と
く
に
専
科
の
教
員
は
不
足
し
た
。
そ
こ
で
、
政
府
は
同
年
一
一
月
、
教
員
検
定
規
程
を
改
定
し
、
一
定
の
要
件
を
備
え
た
私
立
実
業
学
校
の
卒
業
生
に
中
等
教
員
に
な
る
道
を
開
い
た
。
詳
細
は
省
く
が
、
こ
の
改
定
を
踏
ま
え
て
、
共
立
女
子
職
業
学
校
は
、
一
九
〇
九
年
に
甲
科
受
験
科
・
乙
科
受
験
科
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
に
は
早
く
も
四
八
名
の
受
験
科
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
〔
前
掲
『
共
立
女
子
職
業
学
校
二
十
五
年
史
』
二
一
頁
〕。
こ
の
受
験
科
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
ま
で
存
続
す
る
が
、
受
験
科
の
卒
業
生
は
、
そ
の
名
の
ご
と
く
、
中
等
教
員
免
許
の
検
定
試
験
（
本
免
許
）
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
、
国
が
行
う
検
定
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
免
許
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
共
立
女
子
職
業
学
校
で
は
、
検
定
試
験
が
免
除
さ
れ
る
「
無
試
験
検
定
」
の
課
程
を
設
置
し
よ
う
と
努
力
す
る
。
そ
の
結
果
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
四
月
、
甲
科
高
等
師
範
科
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
卒
業
生
に
は
、
試
験
を
受
け
る
こ
と
な
く
裁
縫
科
・
手
芸
科
の
中
等
教
員
免
許
状
が
与
え
ら
れ
る
。
高
等
師
範
科
の
入
学
資
格
は
、
一
七
歳
以
上
、
師
範
学
校
ま
た
は
高
等
女
学
校
四
年
を
卒
業
し
た
者
で
、
修
業
年
限
は
三
年
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
従
来
の
共
立
女
子
職
業
学
校
と
は
全
く
学
力
的
・
技
術
的
な
水
準
を
異
に
す
る
新
た
な
学
科
が
誕
生
し
た
。
高
等
師
範
科
は
や
が
て
専
門
部
と
な
り
、
さ
ら
に
共
立
女
子
専
門
学
校
と
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
次
章
で
取
り
上
げ
る
「
家
庭
科
」
と
と
も
に
、
共
立
女
子
職
業
学
校
の
新
た
な
歴
史
を
刻
む
画
期
と
な
っ
た
。そ
の
前
に
、
教
員
養
成
に
関
連
し
て
、
最
後
に
共
立
女
子
職
業
学
校
の
教
員
は
ど
の
よ
う
に
養
成
さ
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
見
て
お
き
た
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
本
校
の
授
業
内
容
は
大
き
く
「
術
科
」
と
「
学
科
」
に
分
か
れ
る
。
「
学
科
」
の
教
員
は
自
力
で
は
養
成
で
き
な
い
の
で
、
他
の
大
学
等
で
養
共立 国際文化 第35号（2018）
一
一
成
さ
れ
た
人
を
専
任
で
雇
う
か
、
他
の
大
学
等
の
教
員
を
兼
任
で
雇
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
後
者
の
兼
任
が
多
く
、
し
か
も
男
性
が
多
い
。
他
方
、「
術
科
」
の
教
員
は
、
創
立
か
ら
暫
く
す
る
と
、
本
校
の
卒
業
生
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
い
ぶ
後
の
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
一
月
の
場
合
、
共
立
女
子
職
業
学
校
と
共
立
女
子
専
門
学
校
の
「
術
科
」
の
専
任
教
員
は
九
九
名
い
た
が
、
そ
の
う
ち
両
校
の
卒
業
生
は
九
七
名
で
あ
っ
た
〔『
百
三
十
年
史
』
一
二
七
頁
〕。
こ
の
よ
う
に
「
術
科
」
の
教
員
は
自
力
で
養
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
卒
業
生
教
員
に
よ
っ
て
、
共
立
女
子
職
業
学
校
の
伝
統
・
文
化
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
だ
と
私
は
思
う
。
三
、
設
置
目
的
の
変
更
と
共
立
女
子
学
園
へ
の
再
編
拡
張
（
一
）
家
庭
科
の
新
設
と
設
置
目
的
の
変
更
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
「
甲
科
高
等
師
範
科
」
は
、
従
来
の
共
立
女
子
職
業
学
校
と
は
全
く
学
力
的
・
技
術
的
な
水
準
を
異
に
す
る
新
た
な
学
科
の
誕
生
で
あ
っ
た
が
、
従
来
の
職
業
教
育
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
甲
科
高
等
師
範
科
開
設
の
翌
年
四
月
、
乙
科
（
部
）
に
二
年
制
の
「
家
庭
科
」
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
の
家
庭
科
は
、
高
等
女
学
校
の
卒
業
生
を
受
け
入
れ
て
、
裁
縫
の
熟
達
、
家
事
に
関
す
る
一
切
の
知
識
の
修
得
、
割
烹
、
洗
濯
色
染
の
技
能
の
習
得
を
通
じ
て
「
家
庭
婦
人
」
を
養
成
す
る
も
の
、
「
良
妻
賢
母
の
完
成
を
期
す
」
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
れ
は
従
来
の
職
業
教
育
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
当
然
、
学
則
第
一
条
に
掲
げ
る
設
置
目
的
の
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
。
家
庭
科
を
盛
り
込
ん
だ
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
一
月
改
定
の
新
学
則
に
は
、
「
本
校
ハ
女
子
ノ
職
業
又
ハ
家
政
ニ
須
要
ナ
ル
技
芸
及
ヒ
学
科
ヲ
授
ケ
兼
テ
之
カ
教
員
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
学
則
改
正
で
、
「
甲
科
」
「
乙
科
」
の
名
称
が
「
甲
部
」「
乙
部
」
に
変
更
さ
れ
た
の
で
、
家
庭
科
は
「
乙
部
家
庭
科
」
と
な
る
。
こ
う
し
て
明
治
四
五
年
四
月
か
ら
、
共
立
女
子
職
業
学
校
は
、
三
年
制
の
「
甲
部
」
に
本
科
と
高
等
師
範
科
、
二
年
制
の
「
乙
部
」
に
本
科
と
家
庭
科
、
と
い
う
四
つ
の
教
育
組
織
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
甲
部
・
乙
部
の
本
科
の
学
力
上
の
入
学
資
格
は
六
年
制
と
な
っ
た
尋
常
小
学
校
卒
で
、
甲
部
高
等
師
範
科
・
乙
部
家
庭
科
の
学
力
上
の
入
学
資
格
は
四
年
制
の
高
等
女
学
校
卒
と
な
っ
て
い
る
。
ど
う
し
て
こ
の
時
期
に
拡
充
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
高
等
女
学
校
の
卒
業
生
で
共
立
女
子
職
業
学
校
に
入
学
す
る
も
の
が
増
え
て
き
た
た
め
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
〔
前
掲
『
共
立
女
子
職
業
学
校
二
十
五
年
史
』
一
三
頁
〕。
（
二
）
職
業
教
育
と
良
妻
賢
母
教
育
の
共
存
そ
れ
に
し
て
も
、
女
性
の
自
立
・
自
活
を
目
的
に
職
業
教
育
を
行
う
べ
く
創
立
さ
れ
た
共
立
女
子
職
業
学
校
に
、
完
全
な
良
妻
賢
母
の
養
成
と
い
う
教
育
目
的
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
沸
く
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
私
自
身
、
ず
っ
と
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
『
百
年
史
』
二
七
八
頁
に
掲
載
さ
れ
た
大
正
期
の
高
等
師
範
科
の
学
生
の
回
顧
談
を
読
み
、
な
る
ほ
ど
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
と
氷
解
し
た
。
そ
の
回
顧
談
は
、
「
母
校
は
校
名
の
通
り
職
業
教
育
で
し
た
。
自
立
の
精
神
を
養
い
自
活
し
一
二
得
る
こ
と
が
教
育
の
目
的
で
し
た
。
高
等
師
範
科
は
無
試
験
検
定
で
文
部
省
よ
り
、
裁
縫
並
び
に
手
芸
科
の
内
一
科
目
の
師
範
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
の
教
員
免
許
状
が
授
与
さ
れ
、
卒
業
後
は
殆
ん
ど
の
方
が
女
学
校
教
師
と
し
て
、
全
国
各
地
に
就
職
し
、
数
年
後
家
庭
婦
人
に
と
い
う
コ
ー
ス
を
歩
み
ま
し
た
。
」
と
言
う
（
こ
の
回
顧
談
は
『
百
三
十
年
史
』
九
八
頁
に
も
載
せ
て
あ
る
）。
ち
な
み
に
、
こ
の
学
生
は
波
多
江
穂
野
と
い
う
人
で
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
高
等
師
範
科
に
入
学
し
、
卒
業
後
、
母
校
の
教
員
を
長
く
勤
め
て
い
る
。
私
は
、
「
卒
業
後
は
殆
ん
ど
の
方
が
女
学
校
教
師
と
し
て
、
全
国
各
地
に
就
職
し
、
数
年
後
家
庭
婦
人
に
と
い
う
コ
ー
ス
を
歩
み
ま
し
た
。
」
と
い
う
一
文
に
注
目
す
る
。
高
等
師
範
科
を
卒
業
し
て
高
等
女
学
校
に
数
年
務
め
た
の
ち
、
結
婚
し
て
家
庭
婦
人
に
な
る
。
だ
か
ら
、
共
立
に
お
け
る
職
業
教
育
と
良
妻
賢
母
教
育
は
共
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
共
存
」
に
は
、
当
時
の
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
が
関
係
し
て
い
た
。
当
時
の
多
く
の
女
性
は
、
明
治
時
代
と
同
様
、
一
定
年
齢
に
な
れ
ば
結
婚
す
る
道
を
歩
ん
だ
。
大
正
期
に
は
恋
愛
結
婚
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
ま
だ
圧
倒
的
に
結
婚
相
手
は
親
が
決
め
る
時
代
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
共
立
の
卒
業
生
の
よ
う
に
、
中
等
教
育
を
受
け
、
一
定
期
間
就
職
を
し
て
い
る
女
性
た
ち
に
は
、
親
が
進
め
る
縁
談
相
手
に
好
き
嫌
い
を
言
い
、
選
択
で
き
る
余
地
が
生
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
卒
業
生
の
多
く
は
、
西
洋
的
な
い
わ
ゆ
る
「
近
代
家
族
」
の
形
成
を
夢
み
つ
つ
、
結
婚
を
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
親
も
娘
に
一
方
的
に
押
し
つ
け
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
辺
が
明
治
時
代
と
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
結
婚
に
お
い
て
親
が
主
導
権
を
握
り
、
親
の
反
対
す
る
相
手
と
は
結
婚
で
き
な
い
、
と
い
う
状
況
は
続
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
、
本
校
の
高
等
師
範
科
・
家
庭
科
は
よ
く
対
応
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
教
員
に
就
職
し
て
も
数
年
で
辞
め
て
家
庭
人
に
な
る
、
と
い
う
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
考
え
る
と
、
ど
ん
な
家
庭
人
に
な
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
か
、
と
い
う
問
題
が
改
め
て
浮
上
す
る
。
そ
こ
で
、
公
開
講
座
で
は
、
主
任
と
し
て
家
庭
科
の
急
速
な
発
展
を
牽
引
し
た
鳩
山
春
子
の
女
性
論
・
家
庭
論
を
取
り
上
げ
話
し
た
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
す
る
。
な
お
、
『
百
三
十
年
史
』
一
一
五
頁
に
「
鳩
山
春
子
の
家
庭
・
女
性
論
関
係
五
著
作
」
と
題
し
た
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
た
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
（
三
）
学
校
の
拡
張
と
共
立
女
子
学
園
へ
の
再
編
鳩
山
春
子
は
、
共
立
女
子
職
業
学
校
が
創
立
さ
れ
た
時
の
発
起
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
東
京
女
子
師
範
学
校
に
お
け
る
宮
川
保
全
の
教
え
子
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
機
縁
に
、
彼
女
は
創
立
に
参
加
し
た
が
、
共
立
で
教
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
に
本
校
が
財
団
法
人
に
な
っ
た
時
、
商
議
員
の
一
人
と
な
り
、
本
校
の
経
営
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
で
も
し
ば
ら
く
は
そ
の
程
度
の
関
わ
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
他
方
で
、
明
治
四
〇
年
に
『
婦
人
の
修
養
』
を
出
版
し
、
四
二
年
に
戊
申
婦
人
倶
楽
部
を
創
立
し
て
、
女
性
の
修
養
の
た
め
の
社
会
活
動
を
開
始
し
、
女
性
論
・
家
庭
論
の
担
い
手
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
四
四
年
に
夫
の
鳩
山
和
夫
（
政
治
家
）
が
亡
く
な
っ
て
時
間
的
余
裕
が
で
き
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
第
四
代
校
長
の
中
川
謙
二
郎
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三
校
長
の
懇
請
を
受
け
、
春
子
は
家
庭
科
の
主
任
を
引
き
受
け
、
本
格
的
に
共
立
女
子
職
業
学
校
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
等
師
範
科
・
家
庭
科
が
発
足
し
て
そ
れ
ほ
ど
経
た
な
い
大
正
前
期
に
、
創
立
者
が
相
次
い
で
引
退
あ
る
い
は
他
界
す
る
。
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
に
中
川
謙
二
郎
が
高
齢
を
理
由
に
校
長
を
辞
職
し
、
第
五
代
校
長
に
宮
川
保
全
が
就
任
す
る
が
、
そ
の
時
に
、
鳩
山
春
子
は
そ
れ
ま
で
宮
川
が
勤
め
て
い
た
校
長
補
に
抜
さ
れ
た
。
そ
の
宮
川
校
長
も
大
正
一
一
年
に
死
去
。
そ
の
後
を
つ
い
で
鳩
山
春
子
が
第
六
代
校
長
に
就
任
し
た
。
そ
れ
か
ら
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
に
死
去
す
る
ま
で
の
一
六
年
間
、
鳩
山
春
子
が
校
長
を
勤
め
た
。
こ
の
鳩
山
校
長
の
時
代
に
共
立
女
子
職
業
学
校
の
組
織
は
飛
躍
的
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
拡
張
さ
れ
、
共
立
と
い
え
ば
「
鳩
山
さ
ん
の
学
校
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る
ほ
ど
、
鳩
山
春
子
は
本
校
を
大
き
く
育
て
た
。
さ
て
、
鳩
山
春
子
が
校
長
に
就
任
し
た
翌
年
の
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
校
舎
と
寄
宿
舎
が
全
壊
・
全
焼
し
、
七
四
名
の
死
者
を
出
し
た
。
と
く
に
寄
宿
舎
に
い
た
多
く
の
寄
宿
生
と
舎
監
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
就
任
間
も
な
い
春
子
校
長
は
、
校
舎
の
再
建
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
宮
川
前
校
長
の
遺
志
を
継
い
で
、
本
校
の
拡
張
に
乗
り
出
す
。
そ
し
て
、
仮
校
舎
の
建
設
、
新
た
な
校
地
の
取
得
、
新
校
舎
・
寄
宿
舎
の
建
築
な
ど
を
や
り
遂
げ
た
。
そ
の
詳
細
は
『
百
年
史
』
『
百
三
十
年
史
』
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
拡
張
後
の
姿
を
列
挙
す
る
こ
と
に
す
る
。
・
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
三
月
、
甲
部
高
等
師
範
科
を
専
門
学
校
令
に
基
づ
く
「
専
門
部
」
に
昇
格
さ
せ
る
。
昇
格
に
当
た
り
授
業
内
容
を
充
実
。
中
等
教
員
免
許
の
無
試
験
検
定
も
従
来
と
同
様
に
認
可
さ
れ
る
。
専
門
部
の
修
業
年
限
は
高
等
師
範
科
と
同
様
三
年
。
・
大
正
一
四
年
四
月
、
尋
常
小
学
校
卒
業
生
を
受
け
入
れ
る
甲
部
本
科
（
三
年
制
）
、
乙
部
本
科
（
二
年
制
）
の
甲
・
乙
部
を
廃
止
し
、
す
べ
て
四
年
制
の
「
本
科
」
に
改
組
。
・
大
正
一
四
年
一
〇
月
、
受
験
科
・
家
庭
科
の
卒
業
生
で
、
さ
ら
に
専
攻
科
（
一
年
制
）
を
修
了
し
た
者
に
中
等
教
員
免
許
の
無
試
験
検
定
で
の
授
与
が
認
可
さ
れ
る
。
・
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一
〇
月
、
専
門
部
（
三
年
制
）
と
家
庭
科
（
二
年
制
）
を
「
共
立
女
子
専
門
学
校
」
と
し
て
独
立
さ
せ
る
。
専
門
部
は
「
本
科
」
と
改
称
（
の
ち
小
学
校
本
科
正
教
員
を
入
学
資
格
と
す
る
別
科
も
設
置
し
「
本
科
及
別
科
」
と
改
称
）。
ま
た
専
修
科
（
一
年
制
）
と
研
究
科
（
一
年
制
）
を
付
設
。
・
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
九
月
一
日
、「
財
団
法
人
共
立
女
子
職
業
学
校
」
を
「
財
団
法
人
共
立
女
子
学
園
」
に
改
称
（
共
立
女
子
職
業
学
校
と
共
立
女
子
専
門
学
校
を
経
営
）。
・
昭
和
一
一
年
四
月
、
共
立
高
等
女
学
校
（
五
年
制
）
を
開
設
。
開
設
の
申
請
書
類
で
は
、
高
女
進
学
希
望
者
の
著
し
い
増
加
、
神
田
区
内
に
高
等
女
学
校
が
少
な
い
と
い
う
事
情
を
、
開
設
の
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
共
立
女
子
学
園
は
専
門
学
校
・
職
業
学
校
・
高
等
女
学
校
の
三
校
を
経
営
す
る
大
き
な
組
織
に
な
っ
た
。
昭
和
一
一
年
四
月
の
学
生
（
収
容
）
定
員
を
見
る
と
、
専
門
学
校
の
「
本
科
及
別
科
」
七
五
〇
名
、
「
家
庭
科
」
一
〇
〇
〇
一
四
名
、
専
修
科
一
八
〇
名
、
計
一
九
三
〇
名
、
職
業
学
校
の
「
本
科
」
九
〇
〇
名
、
「
専
攻
科
」
五
〇
名
、
計
九
五
〇
名
で
、
こ
の
二
校
の
合
計
で
二
八
八
〇
名
と
な
る
が
、
そ
れ
に
高
等
女
学
校
五
〇
〇
名
が
加
わ
り
、
総
計
三
三
八
〇
名
と
な
っ
た
〔『
百
三
十
年
史
』
一
二
八
、
一
四
〇
頁
〕。
新
し
い
校
地
は
、
関
東
大
震
災
で
被
災
し
、
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
隣
の
東
京
商
科
大
学
の
跡
地
に
求
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
一
六
〇
〇
坪
を
、
一
一
年
に
九
〇
〇
坪
を
購
入
し
、
そ
こ
に
地
上
四
階
・
地
下
一
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
を
建
て
、
そ
の
隣
に
共
立
講
堂
も
建
設
し
た
。
こ
れ
ら
の
校
地
取
得
、
校
舎
・
講
堂
建
設
に
は
最
終
的
に
一
五
二
万
円
余
の
経
費
を
要
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
八
年
に
は
自
己
資
金
が
三
〇
万
円
ほ
ほ
ど
し
か
な
く
、
募
集
し
た
寄
付
金
、
学
納
金
の
一
部
を
足
し
て
も
足
り
な
か
っ
た
た
め
、
多
額
の
借
入
金
で
充
当
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
返
済
の
た
め
に
も
生
徒
定
員
を
増
や
さ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、
こ
の
よ
う
な
偉
業
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
借
入
金
の
返
済
は
戦
時
中
ま
で
続
く
。
現
在
、
中
学
高
等
学
校
が
使
用
し
て
い
る
一
号
館
が
、
こ
の
時
に
建
設
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校
舎
で
あ
り
、
そ
れ
は
昭
和
一
一
年
三
月
に
、
共
立
講
堂
は
一
三
年
三
月
に
竣
工
し
た
。
し
か
し
、
共
立
講
堂
落
成
当
日
の
朝
、
鳩
山
春
子
校
長
が
動
脈
硬
化
で
倒
れ
、
七
月
、
死
去
し
た
。
彼
女
の
晩
年
は
、
全
て
を
共
立
に
捧
げ
た
人
生
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
四
、
戦
後
に
お
け
る
大
学
・
短
大
へ
の
再
編
と
共
立
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
一
）
戦
時
下
の
大
幅
な
学
校
改
廃
と
共
立
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
七
月
、
学
園
の
商
議
員
会
は
新
た
に
八
名
の
商
議
員
を
選
出
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
鳩
山
春
子
の
長
男
一
郎
の
妻
で
あ
る
薫
が
い
た
。
薫
は
春
子
の
縁
戚
に
当
た
る
人
で
、
一
三
歳
の
時
に
母
が
他
界
し
て
い
た
。
の
ち
に
春
子
は
養
女
と
し
て
薫
を
鳩
山
家
に
迎
え
、
や
が
て
一
郎
と
結
婚
さ
せ
た
。
前
に
紹
介
し
た
コ
ラ
ム
に
も
掲
載
し
た
が
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
、
春
子
と
薫
は
共
著
で
『
家
政
の
巻
』
と
い
う
家
庭
論
を
出
版
し
て
お
り
、
し
だ
い
に
春
子
の
後
継
者
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
昭
和
一
三
年
七
月
日
の
商
議
員
会
は
三
名
の
理
事
に
鶴
見
左
吉
雄
・
武
部
欽
一
・
鳩
山
薫
を
選
出
し
た
が
、
こ
の
三
名
の
理
事
の
互
選
で
鳩
山
薫
が
第
七
代
校
長
に
選
ば
れ
た
。
以
降
、
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
八
月
に
死
去
す
る
ま
で
の
四
四
年
間
、
学
園
の
ト
ッ
プ
の
座
に
あ
り
続
け
た
。
鳩
山
薫
が
校
長
に
就
任
し
た
時
、
日
本
は
中
国
と
の
全
面
的
な
戦
争
に
突
入
し
て
か
ら
ほ
ぼ
一
年
が
経
過
し
、
戦
争
は
長
期
化
・
泥
沼
化
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
に
は
英
米
蘭
と
の
戦
争
に
突
入
し
、
二
〇
年
八
月
敗
戦
す
る
ま
で
、
戦
争
と
軍
国
主
義
が
世
を
お
お
っ
た
。
春
子
校
長
が
関
東
大
震
災
か
ら
の
再
建
が
最
初
の
大
き
な
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
と
対
比
し
て
言
え
ば
、
薫
校
長
は
戦
時
下
で
ど
の
よ
う
に
学
園
を
維
持
し
て
い
く
か
が
最
初
の
大
き
な
仕
事
に
共立 国際文化 第35号（2018）
一
五
な
っ
た
。
戦
時
下
の
学
園
に
つ
い
て
は
、
学
園
と
し
て
の
戦
争
協
力
の
問
題
を
含
め
、
取
り
上
げ
る
べ
き
テ
ー
マ
は
多
く
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
こ
と
だ
け
取
り
上
げ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
学
園
の
校
舎
は
戦
災
に
遭
わ
な
か
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
は
、
今
日
か
ら
み
て
も
大
変
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
学
則
に
よ
っ
て
、
学
園
の
組
織
が
根
本
的
に
変
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
学
園
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
共
立
女
子
専
門
学
校
は
、
こ
の
改
正
に
よ
り
四
月
か
ら
被
服
科
・
保
健
科
・
育
児
科
の
三
科
（
三
年
制
）
を
開
設
す
る
こ
と
、
従
来
の
本
科
・
別
科
・
家
庭
科
は
二
〇
年
度
限
り
で
、
専
修
科
は
二
一
年
度
限
り
で
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
学
則
改
正
に
よ
り
、
裁
縫
と
と
も
に
授
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
手
芸
（
編
物
・
刺
繍
・
造
花
）
は
姿
を
消
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
学
則
改
正
の
事
情
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
戦
争
が
劣
勢
に
赴
く
な
か
で
、
戦
争
遂
行
に
不
要
不
急
な
も
の
を
淘
汰
す
る
こ
と
と
、
「
産
め
よ
殖
や
せ
よ
」
と
い
う
人
口
増
殖
策
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
改
正
さ
れ
た
新
学
則
は
、
「
皇
国
の
道
に
則
り
て
婦
人
の
徳
性
を
涵
養
し
家
政
に
関
す
る
高
等
な
る
学
術
技
芸
を
授
け
其
の
本
務
を
完
う
せ
し
む
る
を
以
て
目
的
と
す
。」
を
教
育
目
的
に
掲
げ
た
。
こ
の
学
則
改
正
に
よ
り
、
裁
縫
以
外
の
多
く
の
教
員
が
学
園
を
去
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
人
口
増
殖
策
を
背
景
に
新
設
さ
れ
る
保
健
・
育
児
科
の
教
員
は
新
た
に
招
聘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
従
来
、
共
立
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
て
き
た
太
い
人
脈
は
極
め
て
細
い
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
ら
、
元
に
戻
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
新
し
い
学
制
に
よ
り
、
共
立
は
戦
前
と
は
異
な
る
新
た
な
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
次
に
概
観
す
る
が
、
と
も
か
く
、
創
立
時
か
ら
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
共
立
の
伝
統
、
文
化
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
消
失
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
二
）
新
学
制
下
で
の
大
学
・
短
大
の
軌
跡
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
四
月
か
ら
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
が
施
行
さ
れ
、
六
三
三
四
制
の
新
た
な
学
校
制
度
が
発
足
し
た
。
う
ち
、
小
学
校
・
中
学
校
の
九
年
間
が
義
務
教
育
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
昭
和
二
二
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
、
共
立
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
が
開
設
さ
れ
る
。
戦
前
か
ら
の
共
立
高
等
女
学
校
・
共
立
女
子
職
業
学
校
は
廃
止
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
共
立
高
等
女
学
校
か
ら
共
立
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
へ
の
改
編
は
、
人
脈
的
に
み
て
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
中
学
校
は
義
務
教
育
課
程
と
な
っ
た
た
め
、
普
通
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
共
立
女
子
職
業
学
校
の
流
れ
は
消
滅
し
た
。
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
四
月
、
難
産
の
末
、
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
と
そ
の
別
科
（
家
庭
生
活
科
）
が
発
足
し
た
。
別
科
は
翌
二
五
年
か
ら
発
足
し
た
短
期
大
学
制
度
に
よ
り
、
共
立
女
子
大
学
の
短
期
大
学
部
の
家
庭
科
に
改
組
さ
れ
る
。
こ
れ
が
戦
前
の
共
立
女
子
専
門
学
校
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、
裁
縫
・
手
芸
と
い
っ
た
技
芸
は
も
は
や
主
流
で
は
な
い
。
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
は
大
学
に
文
芸
学
部
が
、
短
期
大
学
部
に
文
科
が
増
設
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
戦
前
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
流
れ
で
あ
る
。
一
六
以
下
、
戦
後
の
大
学
・
短
大
の
軌
跡
を
概
観
し
た
い
。
図
1～
3の
グ
ラ
フ
は
『
百
三
十
年
史
』
の
巻
末
附
録
に
掲
げ
ら
れ
た
志
願
者
数
を
、
文
芸
学
部
・
短
大
文
科
が
発
足
し
た
昭
和
二
八
年
か
ら
五
年
ご
と
に
区
切
り
、
各
五
年
間
の
年
平
均
値
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
1に
よ
る
と
、
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
～
五
七
年
頃
ま
で
、
大
学
・
短
大
と
も
ほ
ぼ
順
調
に
志
願
者
が
増
え
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
短
大
の
方
が
大
学
の
一
・
五
倍
も
多
く
の
志
願
者
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
短
大
は
、
五
三
～
五
七
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
平
成
一
〇
（
一
九
九
八
）
～
一
四
年
に
か
ら
急
減
す
る
。
大
学
も
同
時
期
か
ら
減
少
す
る
が
、
神
田
集
中
化
が
あ
っ
た
平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
～
二
四
年
は
少
し
回
復
し
て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
大
学
の
学
部
別
、
短
大
の
学
科
別
に
見
て
み
よ
う
。
大
学
に
つ
い
て
は
家
政
学
部
と
文
芸
学
部
の
グ
ラ
フ
を
図
2に
、
短
大
に
つ
い
て
は
家
政
科
・
生
活
科
学
科
と
被
服
別
科
の
合
計
値
、
文
科
に
つ
い
て
は
第
一
部
・
第
二
部
の
合
計
値
を
図
3に
掲
げ
た
。
国
際
文
化
学
部
・
国
際
学
部
は
平
成
二
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七
図1 大学・短大の志願者数の動向（5年ごとの平均値）
図2 大学学部の志願者数の動向（5年ごとの平均値）
（
一
九
九
〇
）
年
か
ら
な
の
で
除
い
た
が
、
文
芸
学
部
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
軌
跡
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
被
服
別
科
は
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
度
か
ら
募
集
停
止
に
、
文
科
第
二
部
は
一
九
年
度
か
ら
募
集
停
止
に
な
っ
て
い
る
。
図
2・
図
3の
グ
ラ
フ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
文
芸
学
部
は
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
～
五
二
年
ま
で
、
文
科
は
次
の
昭
和
五
三
～
五
七
年
ま
で
上
昇
し
、
家
政
系
の
学
部
・
学
科
を
大
き
く
引
き
離
し
て
大
量
の
志
願
者
を
集
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
ほ
ぼ
高
度
経
済
成
長
期
と
重
な
る
。
両
者
は
そ
の
後
減
少
し
、
ま
だ
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
家
政
系
の
学
部
・
学
科
と
の
差
が
し
だ
い
に
縮
ま
っ
て
い
く
。
そ
し
て
大
学
の
二
学
部
は
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
～
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
の
段
階
で
、
短
大
の
二
学
科
は
平
成
五
～
九
年
の
段
階
で
、
志
願
者
数
が
ほ
ぼ
一
緒
に
な
り
な
が
ら
下
降
線
を
た
ど
っ
て
い
る
。
き
わ
め
て
大
雑
把
な
概
観
で
あ
る
が
、
高
度
経
済
成
長
期
の
文
科
の
勢
い
は
も
の
す
ご
く
、
文
芸
学
部
の
志
願
者
の
多
さ
に
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
問
題
は
昭
和
の
末
年
当
た
り
か
ら
志
願
者
が
低
下
し
、
な
か
な
か
回
復
が
で
き
な
い
こ
と
、
短
大
に
つ
い
て
は
文
科
系
も
家
政
系
も
平
成
五
～
九
年
の
段
階
か
ら
急
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
三
）
近
年
に
お
け
る
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
変
化
と
教
育
結
び
に
替
え
て
こ
う
し
た
志
願
者
数
の
変
化
は
、
社
会
の
動
向
の
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
こ
に
は
一
八
歳
人
口
の
減
少
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
私
は
、
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
変
化
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
の
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。
高
度
経
済
成
長
期
を
中
心
に
文
芸
学
部
・
文
科
が
極
め
て
多
く
の
志
願
者
を
集
め
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、
経
済
の
高
度
成
長
と
連
動
し
て
専
業
主
婦
に
な
る
女
性
が
急
増
し
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
卒
業
後
、
数
年
間
仕
事
に
つ
い
た
後
、
結
婚
し
て
専
業
主
婦
と
し
て
の
人
生
を
歩
む
と
い
う
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
で
あ
る
。
極
論
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
文
系
学
生
の
多
く
に
お
い
て
は
、
大
学
で
あ
れ
、
短
大
で
あ
れ
、
専
業
主
婦
と
し
て
輝
く
た
め
の
知
見
、
技
能
を
求
め
て
い
た
と
言
え
る
。
一
八
図3 短大学科の志願者数の動向（5年ごとの平均値）
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
は
少
し
ず
つ
変
化
し
、
と
く
に
日
本
経
済
の
国
際
化
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
に
制
定
さ
れ
た
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
よ
っ
て
、
大
き
く
変
化
す
る
。
具
体
的
に
は
、
夫
の
雇
用
、
収
入
が
安
定
的
で
な
く
な
る
と
も
に
、
均
等
法
に
よ
っ
て
女
性
が
活
躍
で
き
る
労
働
市
場
は
拡
大
し
た
。
そ
し
て
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
子
育
て
が
終
わ
っ
た
後
も
、
二
〇
年
間
前
後
働
く
女
性
は
増
加
し
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
結
婚
、
出
産
で
退
職
し
、
一
定
期
間
後
、
子
育
て
に
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
職
場
に
復
帰
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
多
く
が
パ
ー
ト
労
働
で
、
以
前
の
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
で
き
る
人
は
か
で
あ
る
。
他
方
、
老
後
の
生
活
資
金
の
確
保
を
考
え
つ
つ
働
く
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
現
在
は
、
女
性
が
子
育
て
後
の
再
雇
用
段
階
で
も
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
で
き
る
よ
う
な
知
見
、
技
能
、
資
格
な
ど
を
身
に
つ
け
る
高
等
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
若
い
女
性
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
女
子
の
四
年
制
大
学
へ
の
進
学
率
が
短
大
へ
の
進
学
率
を
初
め
て
上
回
っ
た
の
は
、
二
二
年
前
の
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
で
あ
る
（
四
大
二
四
・
六
%
、
短
大
二
三
・
七
％
）
。
そ
し
て
、
そ
の
差
は
次
第
に
開
き
、
平
成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
に
は
、
四
大
四
五
・
八
％
、
短
大
九
・
八
％
に
な
っ
た
。
急
激
な
変
化
と
い
う
ほ
か
な
い
。
四
大
へ
の
進
学
率
の
急
増
は
、
将
来
に
不
安
が
あ
り
、
自
活
の
力
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
女
性
の
自
立
・
自
活
」
を
建
学
の
精
神
と
す
る
本
学
園
に
は
、
こ
う
し
た
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
積
極
的
に
対
応
し
た
教
育
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
、
私
に
は
思
わ
れ
る
。
（
了
）
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Memorandumaboutthehistory
ofKyoritsuwomen・seducationinstitution
TsunehisaAbe
Iparticipatedinediting,writing・HistoryofKyoritsuwomen・seducationinstitu-
tion130years・（1016）.Inthisreport,Ipickupimportanttopicsinthehistory,and
wanttoshowmyopinion.
First,Ireconsidereddetailsoftheestablishment（March6,1886）.Asaresult,I
pointedoutthatsomestudentsoftheformerTokyogirl・snormalschoolwerethefirst
studentsofKyoritsugirl・svocationalschool.
Second,IconsideredthebackgroundthatKyoritsugirl・svocationalschoolre-
ceivedahighsocialappraisal.Asaresult,Ipointedoutthattheappraisalwasbased
onseverelaerningandtrainingsewingteacherofanelementaryschoolandthe
girls・highschool.AndIclarifiedthatthepremisehadmodernjapanesegirleducation
systemincludingthegirl・shighschool.
Third,Iconsideredtherelationateachertrainingtocompletionofthegoodwife
andawisemothereducation,intheTaishoperiod.Asaresult,thegraduateretired
afterhavingservedateacherforseveralyears,andmarried,andbecamethehome
woman.Therefore,Iunderstoodthatbothcoexist.Furthermore,Ipointedoutthatit
wasconnectedforthedevelopmentoftheschoolthateducationofthisschool
matchedthelifecourseofthethenwoman.
Fourth,thisschoolwaspressedforthelargechangeoftheeducationorganization
byschoolregulationsrevisionunderWorldWarII,postwareducationalsystem re-
form.Ipointedoutthatthetradition,theculture,theidentityofthisschoolalmost
disappeared,bythese.
Finaly,Iattendedtothechangeofthenumberoftheapplicantsforadmissionof
Kyoritsuwomen・suniversityandjuniorcolege,afterWorldWarII.Asaresult,I
insistthatthegirleducationmatchingtothelifecourseofpresentwomanisex-
tremelyimportant.
